
な
工
事
に
は
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が

従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
事
故
が
多
か
っ
た
の
は
ダ
ム
か
ら

発
電
所
へ
水
を
送
る
隧
道
工
事
で
す
。

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
人
の
力
だ
け
で
堀
り
ま

す
が
、一番
先
の
最
も
危
険
な
場
所
は
す

べ
て
朝
鮮
人
に
や
ら
せ
ま
し
た
。
落
盤

落
石
で
か
な
り
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
時
、
ダ
ム
工
事
現
場
の
近
く
で
暮

ら
し
て
い
た
草
谷
影
正
さ
ん
（
高
野
町

新
市
）
は
、「
集
団
の
人
（
強
制
連
行

者
）
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
同
じ
服

を
着
て
、
監
視
人
が
常
に
見
張
っ
て
い
ま

す
か
ら
。
過
酷
な
労
働
か
ら
逃
亡
す
る

人
も
多
く
、
わ
た
し
は
実
際
に
現
場
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
逃
亡
が
見

つ
か
れ
ば
、
見
せ
し
め
に
ひ
ど
い
制
裁
を

し
て
い
る
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。

一
度
だ
け
、
逃
亡
者
が
わ
た
し
の
と
こ
ろ

へ
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
大
体
の
と
こ
ろ
は
察
し

が
つ
く
の
で
、
灰
の
上
に
地
図
を
描
い
て
、

逃
げ
道
を
教
え
ま
し
た
。
地
下
足
袋
が

ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
地
下
足
袋
の
い
い

の
と
餅
を
焼
い
て
渡
し
ま
し
た
が
、
そ
の

人
が
き
ち
ん
と
逃
げ
ら
れ
た
の
か
今
で

も
気
に
な
り
ま
す
」
と
証
言
を
し
ま
す
。

（
参
考　

強
制
連
行
と
高
暮
ダ
ム
：
ふ
る
さ
と

村
高
暮
／
朝
鮮
人
強
制
労
働
の
記
録
：
三
次

地
方
史
研
究
会
）

許
せ
な
い
！
追
悼
碑
の
落
書
き
事
件

高
暮
ダ
ム
の
強
制
連
行

　

高
暮
ダ
ム
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
の

は
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
が
確
実
に
な

り
、
戦
時
体
制
の
強
化
が
叫
ば
れ
だ
し

た
昭
和
15
年
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
日

本
政
府
は
兵
力
や
労
働
力
を
増
や
す
た

め
、
植
民
地
に
し
た
朝
鮮
や
中
国
か
ら

多
く
の
人
を
無
理
や
り
日
本
へ
連
行
し

て
、
炭
鉱
や
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
ダ
ム
工
事

な
ど
危
険
の
多
い
現
場
で
働
か
せ
ま
し

た
。

　
「
故
郷
で
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
へ
日
本
人

が
や
って
き
て
有
無
を
言
わ
さ
ず
捕
ら
え

ら
れ
、
船
に
乗
せ
ら
れ
た
」
な
ど
、
高

暮
ダ
ム
へ
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
、

約
２
、０
０
０
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
「
集
団
」

と
呼
ば
れ
、
極
め
て
劣
悪
な
条
件
で
労

働
を
強
制
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
資
材
不
足
と
雪
と
の
闘
い

の
中
、
人
力
に
頼
る
作
業
で
、
ト
ロ
ッ
コ

押
し
な
ど
の
重
労
働
や
、
落
盤
事
故
が

起
こ
り
や
す
い
隧ず
い

道
工
事
な
ど
の
危
険

高暮自治振興区　草谷　末廣さん

　強制連行という非人道的な手段で、多く
の犠牲が払われたという歴史が再び繰り返
されないためにも、「高暮ダムの歴史」を
知ってほしいと思います。
　強制連行という事実は負の歴史遺産で
す。負の歴史を日朝友好の平和の歴史に
転換するには、正しい歴史を次世代へ語り
継ぐことです。原爆の悲惨さがヒロシマで
語り継がれるように、高暮では強制連行の
事実を語り継がなければいけないと思い、
毎年、高暮自治振興区では「平和の集い」
を開催しています。

元高暮小学校教諭　黒田　明憲さん

　私は「追悼碑」への落書きを見て、単
なるいたずらではなく、人権・平和を願うも
のへの悪質な挑戦であると感じ、強い憤り
をおぼえました。
　この「追悼碑」は、太平洋戦争中に
行われた朝鮮人強制連行・強制労働とい
う史実を乗り越えて建立されたものです。
碑に託された願いは、日朝友好の礎とし、
ともに手を取り合って差別のない平和な社
会を実現することです。特に地元高暮地
区は、過去９年間、広島在日朝鮮人同盟
の人 と々一緒に「高暮平和の集い」を開
催し、連帯の絆を固くされてきました。
　私は今回の落書き事件への憤りを、人権・
平和へのエネルギーに代え、より確かな歩
みにすることを碑前に誓いました。

こ
の
夏
、
高
野
町
の
「
高
暮
ダ
ム
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑
」
に
、
ス
プ
レ
ー
で

「
ね
つ
ぞ
う
の
れ
き
し
」
「
う
そ
」
な
ど
と
落
書
き
を
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
、
第
２
次
大
戦
中
の
強
制
連
行
に
よ
り
、

高
暮
ダ
ム
建
設
で
犠
牲
に
な
っ
た
朝
鮮
人
の
方
々
を
追
悼
す
る
た
め
に
、

三
次
地
方
史
研
究
会
な
ど
が
、
ダ
ム
え
ん
堤
近
く
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

誰
が
、
何
の
た
め
に
、
こ
の
落
書
き
を
し
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

単
な
る
い
た
ず
ら
で
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

庄
原
市
で
起
き
た
過
去
の
歴
史
に
学
び
、

人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
歴
史
の

継
承
が
平
和
へ
の
道

憤
り
を

人
権
・
平
和
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に

過
去
の
歴
史
か
ら
、
人
権
の
大
切
さ
を
学
ぶ

総
務
課
行
政
係　
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生
涯
学
習
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工事中のダム スプレーで落書きされた追悼碑
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